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往
昔
を
偲
ば
せ
る
「
飯
坂
真
図
」
と
南
部
精
一
の
軌
跡

明
治
期
、
全
国
で
名
所
・
旧
跡
・
建
築
物
な
ど
の
全
図
が

数
多
く
描
か
れ
る
中
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
頃
の
飯

坂
町
全
景
を
描
い
た
「
飯
坂
真
図

（
齋
藤
文
郎
家
文
書
）
も

」

出
版
さ
れ
た
。
本
図
は

『
飯
坂
温
泉
案
内

（
明
治
二
八
年

、

』

二
月
発
行
、
香
味
才
助
著
作
・
発
行
）
の
「
飯
坂
真
図
」
と

一
部
を
除
き
一
致
し
、
同
書
同
図
の
補
刻
版
と
み
ら
れ
る
。

本
図
で
は
、
図
下
部
の
摺
上
川
側
に
「
波
来
湯

、
図
右
下

」

は

こ

ゆ

に
は
「
瀧
の
湯
」
の
周
辺
に
旅
館
が
並
ぶ
瀧
の
町
、
図
中
央

に
「
鯖
湖
湯
」
を
中
心
と
し
た
湯
澤
地
区
、
そ
し
て
図
上
部

さ
ば

こ

ゆ

の
枠
に
天
王
寺
温
泉
な
ど
の
近
辺
の
温
泉
も
み
ら
れ
、
今
は

な
き
名
旅
館
や
今
も
残
る
老
舗
旅
館
と
と
も
に
、
温
泉
街
の

様
相
を
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
町
役
場
・
警
察
署
・
郵
便

局
・
学
校
な
ど
の
公
共
機
関
の
充
実
に
加
え
、
図
下
部
の
畑

地
が
目
立
つ
古
戸
地
区
な
ど
に
も
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
人

、

、

家
が
増
え
始
め
て
い
る
上

摺
上
川
沿
い
の
若
葉
町
の
遊
郭

芝
居
興
行
が
催
さ
れ
た
旭
座
（
明
治
二
六
年
新
築
、
大
正
期

に
映
画
館
）
な
ど
も
描
か
れ
、
飯
坂
の
賑
わ
い
が
窺
え
る
。

飯
坂
の
往
昔
が
偲
ば
れ
る
描
写
が
多
い
中
、
図
右
下
の
瀧

の
町
の
一
角
に
は
、
南
部
精
一
（
一
八
三
四
―
一
九
一
二
）

が
携
わ
っ
た
「
南
部
病
院
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
南
部
は
、

飯
坂
出
身
で
会
津
藩
医
と
な
っ
た
人
物
で
、
近
代
西
洋
医
学

教
育
の
父
ポ
ン
ぺ
（
オ
ラ
ン
ダ
軍
医
）
や
、
後
に
幕
府
の
医

。

学
所
頭
取
を
務
め
る
松
本
順
に
師
事
し
西
洋
医
学
を
学
ん
だ

明
治
維
新
後
は
、
岩
手
県
で
県
立
岩
手
病
院
長
に
就
任
す
る

、

、

な
ど
各
地
を
転
々
と
し

明
治
末
に
飯
坂
で
亡
く
な
っ
た
が

そ
の
足
取
り
は
不
明
瞭
な
点
が
多
い
。
し
か
し

『
飯
坂
温
泉

、

』（

、

）

四
季
之
友

明
治
二
二
年
一
〇
月
出
版

長
澤
廣
吉
著
作

で
飯
坂
の
名
医
に
南
部
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
他
の
絵
図
に
も

南
部
病
院
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
半
ば
に
は
郷
里
飯

坂
で
治
療
に
尽
力
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
本
図
で

も
南
部
精
一
の
功
績
が
反
映
さ
れ
、
特
筆
す
べ
き
場
所
と
し

（

）

て
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

小
野
孝
太
郎

飯坂真図（齋藤文郎家文書（その三）141）
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文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
九
月
二
十
二

日
、
江
戸
神
田
松
下
町
三
丁
目
不
動
新
道

（
東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
）
に
住
ん
で

い
た
甚
九
郎
は
、
信
夫
郡
上
飯
坂
（
福
島

市
飯
坂
町
）
の
草
野
栄
助
・
同
清
三
郎
に

宛
て
て
飛
脚
便
で
近
況
を
書
き
送
っ
た
。

甚
九
郎
は
、
手
紙
の
内
容
か
ら
上
飯
坂
村

出
身
の
職
人
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
草

野
氏
は
、
白
河
藩
保
原
代
官
所
の
支
配
下

で
あ
っ
た
上
飯
坂
村
下
組
の
組
頭
を
務
め

。

、

て
い
た
家
柄
で
あ
る

甚
九
郎
の
手
紙
は

実
際
に
生
死
の
瀬
戸
際
に
立
っ
た
だ
け
あ

っ
て
緊
迫
感
が
よ
く
感
じ
ら
れ
、
そ
の
内

容
は
お
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

今
年
の
江
戸
表
は
大
変
不
景
気
で
あ
る

上
に
松
前
騒
動
の
た
め
大
名
・
旗
本
屋
敷

で
は
普
請
な
ど
も
手
控
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
様
々
な
職
人
た
ち
も
仕
事
が
な

く
、
暇
を
弄
ば
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で

あ
る
。
現
在
私
は
浅
草
鳥
越
（
東
京
都
台

東
区
浅
草
橋
）
に
あ
る
肥
前
国
平
戸
藩
主

松
浦

熈

様
の
上
屋
敷
で
働
い
て
い
る
。

ひ
ろ
む

八
月
十
九
日
の
深
川
八
幡
宮
（
富
岡
八
幡

宮
、
東
京
都
江
東
区
富
岡
）
祭
礼
の
時
に

永
代
橋
が
崩
れ
落
ち
、
見
物
人
四
百
人
余

り
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
際
に
私
た
ち
も

参
詣
し
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
少
し
早
か

っ
た
の
で
永
代
橋
を
渡
っ
て
間
も
な
く
崩

落
し
、
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
本

当
に
間
一
髪
危
う
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、

一
緒
に
行
っ
た
仲
間
た
ち
も
無
事
な
の
で

ご
安
心
下
さ
い
。
永
代
橋
は
深
川
方
よ
り

七
八
間
程
お
い
て
上
が
折
れ
、
十
間
程
完

全
に
崩
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

永
代
橋
は
東
京
都
中
央
区
と
江
東
区
と

の
間
の
隅
田
川
に
架
か
る
橋
で
、
元
禄
十

一
年
（
一
六
九
八
）
に
架
け
ら
れ
、
享
保

四
年
（
一
七
一
九
）
の
洪
水
で
破
損
し
た

た
め
再
建
さ
れ
た
。
祭
礼
を
見
よ
う
と
群

衆
が
殺
到
し
、
橋
の
老
朽
化
も
あ
っ
て
荷

重
に
耐
え
か
ね
、
橋
の
一
部
が
崩
れ
落
ち

た
の
で
あ
っ
た
。
お
祭
り
と
い
う
庶
民
の

さ
さ
や
か
な
楽
し
み
の
場
が
、
一
転
し
て

修
羅
場
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
故

で
は
多
数
の
溺
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出

し
、
橋
梁
事
故
と
し
て
は
未
曾
有
の
大
惨

（

）

事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

渡
邉
智
裕

人
生
・
将
来
の
設
計
を
考
え
る
際
、
お

金
は
必
ず
付
い
て
回
る
。
生
涯
賃
金
や
生

活
費
な
ど
の
試
算
は
、
暮
ら
し
方
の
参
考

と
し
て
重
要
だ
が
、
江
戸
時
代
に
も
、
一

生
に
掛
か
る
お
金
を
試
算
し
て
い
た
。

「
人
間
一
生
諸
入
用
勘
定

（
庄
司
家
文

」

）

、

（

）

書

は

江
戸
時
代
後
期
の
庶
民

男
子

の
一
生
の
生
活
費
を
記
し
た
史
料
で
あ

る
。
本
書
は
、
江
戸
馬
喰
町
三
丁
目
吉
田

屋
小
吉
が
版
元
と
な
り
摺
り
出
さ
れ
た
同

名
の
版
本
（
全
四
丁
）
を
筆
写
し
た
も
の

で
（
筆
者
不
明

、
吉
田
屋
は
、
他
に
も

）

同
様
の
一
枚
物
を
摺
り
出
し
て
い
た
。

本
書
に
は
、
子
供
の
誕
生
後
、
掛
か
る

費
用
と
し
て
、
産
着
二
つ
（
金
弐
分

、
）

木
綿
花
染
無
垢
（
金
壱
分
）
と
い
っ
た
赤

、

（

）

子
衣
装
の
費
用
や

産
婆
謝
礼

金
壱
分

、

（

）
、

な
ど
の
出
産
費

七
夜
の
祝

金
弐
朱

宮
参
り
の
雑
費
（
金
壱
分
）
の
よ
う
な
儀

礼
費
ま
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

そ
の
後
も
、
節
目
ご
と
に
、
三
才
の
髪

置
き

金
壱
両
弐
分

五
才
の
袴
着

金

（

）
、

（

三
両

、
一
〇
才
の
手
習
い
入
学
（
銭
壱

）

貫
五
〇
〇
文

、
一
五
才
の
元
服
（
金
壱

）

両

、
結
納
（
金
弐
両
）
な
ど
の
儀
礼
・

）
行
事
費
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

飯
米
な
ど
の
食
費
や
、
下
駄
・
着
物
な
ど

の
被
服
費
は
、
増
減
を
加
味
し
つ
つ
世
代

ご
と
に
算
出
し
て
い
る
。

集
計
に
よ
る
と
、
六
〇
才
ま
で
で
金
六

七
六
両
余
（
米
換
算
で
現
価
約
四
〇
五
〇

）

、

、

万
円

掛
か
る
と
あ
り

こ
の
総
計
か
ら

酒
を
呑
ま
な
い
人
は
金
約
一
五
〇
両
（
約

九
〇
〇
万
円

、
煙
草
を
嫌
う
人
は
金
一

）

八
両
余
（
約
一
一
〇
万
円
）
を
引
く
。
加

え
て
、
一
年
ご
と
の
隠
居
費
用
も
記
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
年
齢
に
合
わ

せ
生
涯
費
用
が
算
出
で
き
る
。

末
尾
に
は
、
人
生
と
お
金
の
大
切
さ
を

詠
ん
だ
短
歌
「
一
文
や
二
文
を
な
に
と
思

ふ
な
よ
阿
弥
だ
も
金
て
光
る
世
の
中

か
」「

へ
見
れ
ハ
お
よ
ハ
ぬ
事
の
多
か
り
き
笠
き

て
暮
ら
せ
己
が
心
に
」
な
ど
四
首
を
付
し

て
、
本
書
を
手
に
し
た
人
々
へ
の
教
訓
・

教
戒
の
意
を
込
め
て
い
る
。

最
後
に
、
本
書
の
字
体
は
浄
写
か
ら
程

遠
く
、
筆
者
の
丁
寧
さ
は
感
じ
が
た
い
。

し
か
し
、
版
本
の
誤
植
を
修
正
し
た
箇
所

や
、
版
本
に
な
い
振
り
仮
名
を
付
し
た
箇

所
な
ど
が
み
ら
れ
、
筆
者
が
「
人
間
一
生

」

、

諸
入
用
勘
定

に
関
心
を
い
だ
き
筆
写
し

人
生
の
歩
み
方
の
参
考
に
し
て
い
た
姿
を

（

）

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
野
孝
太
郎

平成27年(2015)6月 第42号福島県史料情報

永
代
橋
崩
落
の
難
を
逃
れ
た

上
飯
坂
の
甚
九
郎

文化4年（1807）9月22日付甚九郎書状

（部分、草野清五郎家文書（その1）25）

江
戸
時
代
の
庶
民
の
生
涯
費
用人間一生諸入用勘定

（部分、庄司家文書Ⅰ-1711）
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平
成
元
年
か
ら
六
年
ま
で
の
六
年
間
、

旧
鹿
島
町
と
旧
原
町
市
に
跨
る
海
浜
の
丘

陵
部
（
現
在
は
南
相
馬
市
）
に
お
い
て
、

東
北
電
力
の
原
町
火
力
発
電
所
本
体
部
地

区
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
調
査
区
一
帯
に
広
が
る
古
代
製
鉄
遺

跡
群
で
あ
り
、
検
出
さ
れ
た
主
な
遺
構
数

は
、
砂
鉄
を
原
料
と
す
る
製
鉄
炉
が
一
二

三
基
、
燃
料
を
生
産
す
る
木
炭
窯
一
四
九

基
、
竪
穴
住
居
跡
一
三
三
軒
、
掘
立
柱
建

物
跡
二
九
棟
に
上
る
。
遺
跡
の
規
模
及
び

遺
構
数
か
ら
し
て
日
本
で
も
有
数
の
製
鉄

遺
跡
で
あ
る
。

そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
大
冊
の
報
告
書

に
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
原

町
火
力
発
電
所
関
連
遺
跡
調
査
報
告
Ⅰ
～

Ⅵ

、
そ
の
中
で
地
形
と
遺
構
の
関
係
に

）
触
れ
た
考
察
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
製

鉄
遺
跡
群
は
七
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
末

頃
ま
で
継
続
期
間
が
あ
る
が
、
製
鉄
の
始

ま
り
で
あ
る
七
世
紀
後
半
の
製
鉄
遺
構

は
、
沢
地
を
開
田
し
た
水
田
地
帯
を
臨
む

丘
陵
突
端
部
で
確
認
さ
れ
、
製
鉄
開
始
当

初
は
沢
部
の
入
り
口
で
操
業
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
を
基
に
旧
地
形
の
復
元
を
試

み
、
地
籍
図
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在

水
田
で
あ
る
沢
部
は
明
治
期
ま
で
入
江
地

形
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
地
籍
図

、

、

で
は

入
江
が
太
平
洋
側
か
ら
入
り
込
み

部
分
的
に
製
鉄
遺
跡
の
所
在
す
る
丘
陵
内

部
ま
で
そ
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
様
子
が

見
事
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

七
世
紀
段
階
の
製
鉄
技
術
は
当
時
の
最

先
端
技
術
で
あ
り
、
古
代
福
島
の
地
で
行

わ
れ
た
製
鉄
操
業
も
西
日
本
か
ら
の
技
術

移
植
で
あ
る
こ
と
は
、
遺
構
の
形
態
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
技
術
伝
播
が
海

路
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像

に
や
さ
し
く
、
重
量
の
あ
る
原
料
の
運
搬

や
、
生
産
品
で
あ
る
鉄
の
搬
出
に
も
遺
跡

近
く
ま
で
入
り
込
む
浦
が
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
最
も
海
に
近
い
東
南
端
の
遺
跡

の
小
字
名
に
は
船
沢
と
い
う
地
名
が
残
っ

て
お
り
、
入
江
の
入
り
口
に
お
い
て
、
船

の
出
入
り
に
関
与
し
た
遺
跡
で
あ
っ
た
と

（

）

想
像
さ
れ
る
。

安
田
稔

当
館
収
蔵
の
県
庁
文
書
の
中
に
は
、
河

川
に
関
す
る
簿
冊
が
幾
冊
か
あ
り
、
そ
の

中
の
一
つ
に
「
阿
武
隈
川
流
域
河
川
調
」

が
あ
る
。
阿
武
隈
川
は
、
福
島
県
西
郷
村

の
甲
子
旭
岳
に
源
を
発
し
、
宮
城
県
ま
で

の
約
二
四
〇
㎞
に
及
ぶ
流
路
か
ら
な
る
一

級
河
川
で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
は
、
明
治
二
六
年
（
一
八

九
三
）
八
月
に
編
纂
さ
れ
た
簿
冊
で
あ
る

が
、
調
査
自
体
は
前
年
の
二
五
年
に
実
施

さ
れ
、
調
査
対
象
で
あ
る
本
流
・
支
流
の

三
四
ヶ
所
の
河
川
名
が
記
さ
れ
た
表
に

は
、
流
域
・
流
路
・
航
路
・
本
堤
・
控
堤

・
欠
止
ヲ
要
ス
ル
沿
岸
の
長
・
水
害
区
域

。

、

・
灌
漑
反
別
が
記
載
さ
れ
て
い
る

ま
た

宮
城
県
域
の
河
口
部
と
白
石
川
を
含
む
阿

武
隈
川
本
流
と
各
支
流
が
描
か
れ
た
詳
細

な
流
域
図
も
添
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
一
覧
表
の
作
成
事
由
と
し
て
「
本
表

ノ
河
川
ハ
、
総
テ
運
輸
工
事
成
は
防
禦
ノ

為
ニ
従
来
公
費
ヲ
使
用
ス
ル
慣
習
ア
ル
モ

ノ
ノ
ミ
ニ
限
リ
之
ヲ
掲
載
セ
リ
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
福
島
県
と
し
て

の
河
川
管
理
の
基
礎
資
料
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。

調
査
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
水
量
に

係
わ
る
実
測
、
河
口
部
の
干
満
の
概
況
、

航
路
の
改
修
、
船
舶
の
積
載
量
、
河
岸
ご

と
に
扱
う
輸
出
入
貨
物
の
統
計
、
舟
行
賃

金
、
運
輸
業
の
起
源
と
そ
の
盛
衰
な
ど
で

あ
る
。

特
に

「
航
路
の
概
況
」
に
つ
い
て
の

、

記
載
で
は
、
水
量
の
少
な
い
西
白
河
と
石

川
あ
た
り
の
上
流
域
で
は
筏
を
使
用
し
、

中
流
域
の
岩
瀬
郡
須
賀
川
地
内
の
釈
迦
堂

川
合
流
地
点
か
ら
は
水
量
が
増
し
通
船
が

可
能
に
な
る
が
、
安
積
郡
か
ら
伊
具
郡
丸

森
河
岸
の
間
は
、
急
流
・
激
流
の
難
所
が

連
続
し
舵
取
り
が
難
し
い
こ
と
、
河
口
ま

で
の
下
流
域
は
緩
流
で
あ
る
が
夏
季
の
低

水
位
時
は
浅
瀬
が
目
立
ち
荷
の
積
載
量
が

少
な
く
な
る
な
ど
、
地
域
ご
と
の
河
床
の

状
況
や
周
辺
の
地
形
の
特
徴
を
詳
細
に
記

し
て
い
る
。

河
川
の
実
態
調
査
は
、
本
来
、
経
済
活

動
の
様
子
を
捉
え
る
た
め
の
内
容
と
な
る

、

、

が

そ
こ
に
含
ま
れ
る
地
理
的
な
記
載
は

当
時
の
阿
武
隈
川
流
域
を
概
観
で
き
る
重

（

）

要
な
史
料
で
あ
る
。

佐
々
木
慎
一
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阿
武
隈
川
流
域
の
調
査

地籍図(行方郡36金沢村全図、明治19年作成)から

発
掘
調
査
と
地
籍
図

阿武隈川流域河川調

（明治・大正期の福島県庁文書F2392）
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今
年
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
終
結

し
て
か
ら
七
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に

あ
た
る
。
戦
後
六
十
周
年
の
時
と
決
定
的

に
異
な
る
の
は
、
実
際
に
戦
争
を
経
験
し

た
人
が
こ
の
十
年
の
間
に
激
減
し
、
戦
争

の
記
憶
の
風
化
が
著
し
く
進
ん
だ
こ
と
で

あ
ろ
う

「
記
憶
の
な
か
の
戦
争
」
か
ら

。

「
記
録
の
な
か
の
戦
争
」
へ
と
い
う
転
換

点
に
私
た
ち
は
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
南
会
津
町
の

湯
ノ
花
区
有
文
書
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦

争
下
に
お
け
る
銃
後
の
地
域
社
会
状
況
が

具
体
的
に
わ
か
る
史
料
群
で
あ
る
。

左
に
掲
げ
た
も
の
は
、
ポ
ッ
プ
体
で
書

か
れ
た
「
鉄
道
も
兵
器
で
す
」
と
い
う
隣

組
の
回
覧
（
湯
ノ
花
区
有
文
書
二
八
〇
）

で
、
大
政
翼
賛
会
福
島
県
支
部
・
福
島
県

翼
賛
壮
年
団
・
鉄
道
省
に
よ
っ
て
昭
和
十

八
年
（
一
九
四
三
）
頃
に
作
成
さ
れ
た
イ

ラ
ス
ト
入
り
の
も
の
で
あ
る
。
一
文
字
お

き
に
反
転
さ
せ
た
横
見
出
し
は
ポ
ッ
プ
調

で
「
戦
ふ
輸
送
に
協
力
し
ま
せ
う
」
と
訴

え
、
左
の
縦
見
出
し
に
は
「
先
づ
戦
力
増

強
の
資
材
輸
送
を
」
と
あ
り
、
下
に
は
回

覧
確
認
の
捺
印
欄
が
設
け
ら
れ
て
あ
る
。

、

、

こ
の
回
覧
の
目
的
は

対
米
英
戦
に
備
え

旅
行
を
自
粛
し
、
軍
需
物
資
輸
送
に
県
民

の
協
力
を
促
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

蒸
気
機
関
車
に
は
、

瓢

を
肩
に
掛
け

ひ
さ
ご

て
上
機
嫌
で
く
わ
え
煙
草
を
し
て
い
る
下

駄
履
き
の
遊
覧
客
、
熨
斗
に
象
徴
さ
れ
た

の

し

寝
そ
べ
る
贈
答
品
、
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
が
乗
車
し
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
厳

し
い
眼
差
し
で
睨
ん
で
い
る
戦
車
・
弾
薬

・
爆
弾
。
戦
車
な
ど
は
戦
時
下
を
象
徴
す

る
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
い
て
お
り
、
漫
画
の
よ

う
に
戦
車
の
吹
き
出
し
に
は
「
戦
時
下
に

こ
ん
な
風
だ
ッ
た
ら
大
変
だ
…
」
と
い
う

台
詞
が
あ
る
。
左
に
は
、
重
点
輸
送
の
も

の
と
し
て
武
器
・
弾
薬
・
石
炭
・
食
糧
・

木
材
・
鉄
材
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

今
回
取
り
上
げ
た
よ
う
な
史
料
は
、
本

来
な
ら
ど
の
地
域
に
も
あ
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
敗
戦
に
よ
る
そ
れ
ま
で
の
価
値
体

系
の
瓦
解
と
と
も
に
「
負
の
遺
産
」
と
し

て
廃
棄
・
散
逸
し
て
し
ま
い
、
今
に
伝
わ

（

）

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

渡
邉
智
裕

１
．
展
示
公
開

「
花
と
温
泉

―
か
お
り
と
湯
け
む
り
の
記
憶
―
」

ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
開
催
に
合
わ
せ
、
ふ
く
し
ま
の

「

」

「

」

魅
力
の
一
つ
で
も
あ
る

花

と

温
泉

を
取
り
上
げ
、
ふ
く
し
ま
を
代
表
す
る
絵

師
、
蠣
崎
波
響
・
熊
坂
適
山
が
描
い
た
花

々
や
、
飯
坂
温
泉
・
土
湯
温
泉
・
高
湯
温

泉
の
絵
図
を
は
じ
め
、
掛
け
軸
・
浮
世
絵

・
古
文
書
・
絵
葉
書
な
ど
を
前
期
と
後
期

に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期

〔
前
期
〕
平
成
二
七
年
七
月
五

】

日
（
日
）
ま
で

〔
後
期
〕
平
成
二
七
年

、

（

）

（

）

七
月
一
八
日

土

～
九
月
二
七
日

日

【
解
説
会
】
平
成
二
七
年
七
月
二
五
日
・

八
月
八
日
・
九
月
一
九
日
（
各
土
曜
日
）

午
後
一
時
か
ら
一
時
間
程
度
。

「
新
公
開
史
料
展
」

【

】

（

）

会
期

平
成
二
八
年
一
月
一
六
日

土

～
三
月
一
三
日
（
日
）

※
な
お
、
一
〇
月
～
一
二
月
の
間
に
は
、

歴
史
や
収
蔵
資
料
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
パ
ネ
ル
展
等
を
行
い
ま
す
。

２
．
古
文
書
講
座

当
館
収
蔵
の
長
谷
部
家
文
書
（
県
指
定

重
要
文
化
財
）
を
テ
キ
ス
ト
に
用
い
、
計

四
回
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
程
】
第
一
回
平
成
二
七
年
七
月
一
八

日
（
土

・
第
二
回
八
月
二
日
（
日

・

）

）

第
三
回
九
月
六
日
（
日

・
第
四
回
九
月

）

一
九
日
（
土
）

【
会
場
等
】
第
一
・
二
回
が
県
文
化
セ
ン

タ
ー
二
階
会
議
室
。
第
三
・
四
回
が
県
文

化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
。
資
料
代
千
円
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
一
〇
時
か
ら
一
二

時
の
二
時
間
。

３
．
フ
ィ
ル
ム
上
映
会

日
本
の
伝
統
文
化
等
に
関
す
る
作
品
を

上
映
。
会
場
は
県
文
化
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚

室
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
。

参
加
費
は
無
料
。
内
容
は
決
ま
り
次
第
当

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
日
程
】
第
一
回
平
成
二
七
年
八
月
一
日

（
土

・
第
二
回
十
月
三
日
（
土

・
第
三

）

）

回
十
一
月
二
八
日
（
土

。
）

４
．
地
域
史
研
究
講
習
会

内
容
は
決
ま
り
次
第
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
開
催
日
・
会
場
等
】
平
成
二
七
年
一
〇

月
三
一
日
（
土
）
午
前
一
〇
時
か
ら
、
県

、

。

文
化
セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室

要
資
料
代
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ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
下
の
回
覧

鉄道も兵器です（湯ノ花区有文書280）

平
成
二
七
年
度

行
事
予
定

（

）

平
成
二
七
年
七
月
～
平
成
二
八
年
三
月
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